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複数の高齢者施設における高齢者看護学実習の学びの比較
－介護付き有料老人ホームにおける学びの比較－

根本　友子１），菊池　真弓１），山下　知子１）

了徳寺大学・健康科学部・看護学科１）

要旨

　本研究は，複数の高齢者施設における高齢者看護学実習の学生の学びを，最終課題レポートによる内容

分析を行い学びを明らかにした．さらに，施設ごとの比較検討をした．コロナ禍によって，施設実習を実

践できた介護付き有料老人ホーム2施設による学びの比較である．結果，A施設での学びは3つのカテゴリ，

10のサブカテゴリを抽出した。B施設での学びは，3つのカテゴリと8のサブカテゴリ抽出した．共通の学

びとして，【高齢者施設の特徴】【高齢者を理解する視点】【生活・療養の場における支援】の３つのカテゴリ， 

≪癒し・安心な生活の場≫≪多職種連携の重要性≫≪いままでの生活背景≫≪高齢者の尊厳を支える支援

≫≪持てる力を支える支援≫等の６つのサブカテゴリを明らかにした．施設ごとによる学びの相違は，≪

リスクマネジメント≫≪施設看護師の役割≫等の６つのサブカテゴリであった．以上，高齢者が居る場所

や生活の場が異なったとしても，高齢者看護学の必要な基本的要素を学んでいることがわかった．
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Abstract

　This study is a final task report on the learning of students in nursing practice for the elderly in multiple facilities 

for the elderly.The content was analyzed by the teacher and the learning was clarified. In addition, a comparative 

study was conducted for each facility.Comparing learning from two paid nursing homes with long-term care that 

allowed them to practice institutional trainingbe. As a result, learning at facility A extracted 3 categories and 10 

subcategories. At facility BFor learning, 3 categories and 8 subcategories were extracted. As a common learning, [of 

facilities for the elderlyFeatures] [Viewpoint of understanding the elderly] [Support in the field of life and medical 

treatment] Three categories, ≪ HealingA place for a safe and secure life ≫ ≪ Importance of multidisciplinary 

collaboration≫ ≪Background of life ≫ ≪Dignity of the elderlyWe clarified six subcategories such as "Support for 

Supporting" and "Support for Supporting Power". FacilityThe difference in learning between the two is the six sub-

classes such as << risk management >> << role of facility nurse >>It was Tegori. As mentioned above, even if the 

place where the elderly live and the place of living are different, the nursing practice of the elderlyIt turns out that I 

am learning the necessary basic elements.
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Ⅰ．研究背景

　我が国における人口の高齢化率は著しく，65歳以上人口は，平成30（2018）年3，558万人となり，総人

口に占める割合（高齢化率）が28．1％となった．今後，65歳以上の人口は増加傾向が続くものと見込ま

れている１）．高齢者を世帯の種類別にみると，平成７（1995）年の4．2％から22（2012）年は5．7％と高

齢者施設への入居が上昇している２）．これは，家族構成の変化による介護問題や介護保険制度（2000年）

による介護サービスへの関心や理解の深まりにより，高齢者が安心して生活するために高齢者施設の利用

が増えている現状がある．高齢者施設には，高齢者の要介護者や自立に向けた，公的施設の特別養護老人

ホームや介護老人保健施設・軽費老人ホームから，民間施設の住宅型有料老人ホームやサービス付き高齢

者向け住宅等さまざまな種類がある．このような，我が国の現状から看護専門職者は高齢者を理解すると

共に，さまざまな高齢者施設での看護の役割が拡大となり，重要な役割を担う必要性がある．

　高齢者看護学実習では，高齢者の理解と共に看護の役割を学ぶだけではなく，さまざまな高齢者施設の

特徴を理解し，保健医療福祉における多職種連携を学ぶことで，幅広い領域で人々の健康と福祉の向上に

貢献できる専門性をもった看護職専門職者の育成に繋がり重要である．

　本学の高齢者看護学実習Ⅱは，介護老人福祉施設と介護老人保健施設，有料老人ホームの高齢者施設で

実習を行い，施設の特徴を踏まえ高齢者の理解と看護を学ぶ目標としている．しかし，さまざまな高齢施

設を実習することで，学生の学びに差が生じている可能性もある．先行研究では，介護老人福祉施設と介

護老人保健施設の学びの比較で「生活史・体験世界からの老年期の理解」「コミュニケーションを築いてい

く際の技術」「エンパワーメントを促進する援助の理解」等，6カテゴリが共通していた．そして，福祉施

設では「施設ケアにおける他職種との連携の意義・必要性」，老健施設では「維持期リハビリテーション

実践の技術」「ヘルスアセスメントに求められる技術」を施設特有の学びとして明らかにしている３）．しか

し，介護老人福祉施設と介護老人保健施設の学びを比較した研究のみで，近年の研究も見当たらなかった．

本研究は，高齢者看護学実習Ⅱの学生の最終課題レポートに記述された内容を分析することにより，学び

を明らかにし施設ごとに比較検討していく．高齢者看護学Ⅱの実習を通して，学生がさまざまな高齢者施

設の特徴を踏まえ，高齢者を理解すると共に看護の学びを深めるために重要な研究である．

　昨年度は，コロナ禍によって臨地実習の制限があり，予定していた複数高齢者施設での実習が実践でき

なかった．そのため，本研究は施設実習が実践できた介護付き有料老人ホーム，2施設による学びの比較

である．

Ⅱ．研究目的

　本研究は，高齢者看護学実習Ⅱのさまざまな高齢者施設の学生の学びを明らかにする，さらに各施設の

学生の学びを比較検討することが目的である．

Ⅲ．高齢者看護学実習Ⅱの概要

　１．実習目的

　加齢に伴う変化や健康障害による，施設で生活する高齢者とその家族の特徴を理解し，より良い生

活支援のために必要な知識・技術・態度を修得する．
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　２．実習単位・時間：2単位　90時間　2週間

　３．実習スケジュール（表1）

　　　　　　　　    表1　高齢者看護学実習Ⅱ　実習スケジュール

　４．実習施設の概要（表2）

表2　実習施設の概要

 

            表 1 高齢者看護学実習Ⅱ 実習スケジュール  

 月  火  水  木  金  

第 1 週  <学内学習 > 

オリエンテー

ション  

事前学習  

施設オリエン

テーション  

情報収集  

学生カンファ

レンス、記録

の整理  

施設実習  

情報の明確化  

学生カンファ

レンス、記録

の整理  

施設実習  

アセスメント  

カンファレン

ス  

看護の方向性

について意見

交換  

<学内実習 > 

問題抽出  

計画立案  

第 2 週  施設実習  

関連図 /計画発

表  

学生カンファ

レンス、記録

の整理  

施設実習  

関連図 /計画発

表  

学生カンファ

レンス、記録

の整理  

施設実習  

計画実施  

 

学生カンファ

レンス、記録

の整理  

施設実習  

計画実施  

 

学生カンファ

レンス、記録

の整理  

<学内学習 > 

計画評価  

記録のまとめ  

学びのまとめ  

自己評価  

記録提出 16

時  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 

表 2 実習施設の概要  

１）A 施設 （１）入居者の平均年齢：86.8 歳 

（２）特に多い介護度：要支援 1～要介護 2 

（３）入居者数：94 名 

（４）総職員数：54 名（内看護師 4 名） 

２）B 施設 （１）入居者の平均年齢：87.5 歳 

（２）特に多い介護度：要支援 2～要介護 4 

（３）入居者数：104 名 

（３）総職員数：73 名（内看護師 5 名）  
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Ⅳ．研究方法

１．研究デザイン：質的記述的研究

２．研究対象者：研究対象者は，A大学看護学科3年次の領域別実習・高齢者看護学実習Ⅱで，施設実習

を履修できた16名の学生とした（内訳A施設：8名，B施設：8名）．

３．調査期間：2020年11月～2021年3月

４．分析方法

　１）データは，実習終了後の課題レポートを分析対象とした．

　２）実習終了後の課題レポートから，質的記述的方法により学びの内容分析を行った．

記述の内容から，「・・・学んだ」「・・・わかった」「・・・感じた」「・・・思った」などの言葉を，

学びの内容の表現と捉え抽出する。抽出した学びの内容を詳細に読み，その意味が変化しないよう

に，また記述されている語録を残すように忠実に要約し，それぞれをコード化する．学びの内容は，

意味内容の類似性に従い分類し，サブカテゴリ，カテゴリへと抽象度を高め，その内容を表すよう

なカテゴリ名を命名した．信頼性・妥当性を高めるために，共同研究者間で内容の検討を行った．

Ⅴ．倫理的配慮

　本研究は，了徳寺大学生命倫理委員会の承認を経て行った（20 ‐ 22）．研究対象者には，本研究の目的

及び意義，研究方法，研究への協力は自由意思であること，同意した後も随時これを撤回できる自由意思

に基づく研究であること，協力をしない場合でも一切の不利益はないこと，高齢者看護学実習Ⅱの評価に

は影響しないことを説明した．さらに，学生の最終課題レポートは，個人が特定できないように匿名化を

はかり，氏名の記載を消去したものをコピーし使用した，プライバシーの保護と守秘義務について説明を

した．本研究で得られたデータは，本研究以外に使用しないこと，研究の成果を論文投稿にて公表するこ

とを説明した．以上，説明と同意を得た．さらに，同様の内容をポスターに記載し掲示をした．

Ⅵ．結果

　介護付き有料老人ホームAとBの2施設で実習を行った，16名の学生の最終課題レポートの内容を分析し

た．その結果，A施設での学びは3つのカテゴリ，10のサブカテゴリ，40のコードを抽出した。B施設での

学びは，3つのカテゴリと8のサブカテゴリ，40のコードを抽出した．以下，カテゴリを【】，サブカテゴ

リを≪≫を用いて示す．

　１．A施設の学び（表3　A施設の学生の学び）

　【高齢者施設の特徴】では，≪安心な生活の場≫≪周囲への気遣い≫≪多職種連携の重

要性≫の3つのサブカテゴリを抽出した。【高齢者を理解する視点】では，≪加齢変化と疾病の共存≫

≪いままでの生活背≫の2つを抽出した．【生活・療養の場における支援】では，≪ひとりひとりの価

値観≫≪コミュニケーションから強みを見出す≫≪高齢者の尊厳を支える支援≫≪持てる力を支える

支援≫≪リスクマネジメント≫の5つのサブカテゴリを抽出した．

　２．B施設の学び（表4　B施設の学生の学び）

　【高齢者施設の特徴】では，≪癒しの生活の場≫≪多職種連携の重要性≫の2つを抽出した。【高齢

者を理解する視点】では，≪加齢変化と疾病の比較≫≪今までの生活背景≫の2つを抽出した．【生活・

療養の場における支援】では，≪施設看護師の役割≫≪非言語的コミュニケーションによる信頼関係
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≫≪高齢者の尊厳を支える支援≫≪持てる力を支える支援≫の４つのサブカテゴリを抽出した．

　３．施設ごとの学びの共通と相違サブカテゴリ（図１施設ごとの学びの共通と相違サブカテゴリ）　

　施設ごとの学びの共通は， 【高齢者施設の特徴】の≪癒し・安心な生活の場≫≪多職　種連携の重

要性≫，【高齢者を理解する視点】の≪加齢変化と疾病の共存・比較≫≪い　ままでの生活背景≫，【生

活・療養の場における支援】の≪高齢者の尊厳を支える支援　≫≪持てる力を支える支援≫，６つの

サブカテゴリであった．

　施設ごとの相違は，A施設では【高齢施設の特徴】の≪周囲への気遣い≫，【高齢者を理解する視点】

の≪一人一人の価値観≫≪コミュニケーションから強みを見出す≫，【生活・療養の場における支援】

の≪リスクマネジメント≫，B施設の学びでは【生活・療養の場における支援】の≪施設看護師の役

割≫≪非言語的コミュニケーションによる信頼関係構築≫，６つのサブカテゴリであった．
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施施設設はは、、利利用用者者とと家家族族ににととっってて生生活活へへのの支支援援ががあありり安安心心ででききるる場場ででああるる

施施設設はは生生活活のの場場所所ででああるるたためめ、、利利用用者者のの生生活活ススタタイイルルをを変変ええずずににどどううししたたらら居居心心地地よよくく暮暮ららししてていいけけるるかか、、安安
心心安安全全にに生生活活ががででききるるかかをを考考ええ関関わわっってていいくく

利利用用者者のの性性格格はは様様々々でであありり、、ススタタッッフフにに気気をを使使ううななどど何何ららかかのの理理由由でで介介助助をを求求めめなないい方方もも多多いい

施施設設はは、、利利用用者者のの生生活活のの場場ででああるるがが常常にに観観察察さされれてていいるるとと居居心心地地がが悪悪いい

多多職職種種連連携携のの
重重要要性性

高高齢齢者者ででああるるここととかからら、、加加齢齢にに伴伴うう変変化化がが著著明明にに現現れれるるたためめ、、多多職職種種でで連連携携ををしし利利用用者者のの変変化化をを共共有有すするるこことと
でで、、利利用用者者のの観観察察ポポイインントトやや留留意意点点がが見見ええててくくるる

高高齢齢者者はは病病気気やや障障害害とと共共にに生生活活すするるここととがが特特徴徴ででああるる

加加齢齢にによよるる身身体体変変化化とと長長期期のの生生活活習習慣慣にによよりり、、罹罹患患すするる疾疾患患もも多多くく重重篤篤なな疾疾患患ににつつななががるる

高高齢齢者者はは、、疾疾患患とと加加齢齢変変化化のの側側面面かからら状状況況をを理理解解すするるここととがが大大切切ででああるる

利利用用者者のの生生活活背背景景をを含含めめ身身体体的的、、精精神神的的、、社社会会的的なな側側面面かかららととららええてて関関わわるる

利利用用者者のの今今ままででのの生生活活様様式式・・生生活活習習慣慣、、生生活活歴歴をを知知るるここととははととててもも重重要要

楽楽ししみみややややりりたたいいここととががああるるかかはは、、利利用用者者ににととっってて大大切切でで健健康康へへととつつななががるる一一つつででああるる

好好ききななここととをを生生活活にに取取りり入入れれるるここととはは、、利利用用者者のの表表情情がが明明かかるるくくななりり活活動動意意欲欲がが高高ままるるここととででAADDLLのの向向上上がが図図れれ
るる

利利用用者者ののニニーーズズにに合合わわせせつつつつ、、生生活活リリズズムムをを調調整整ししてていいくくここととがが必必要要

利利用用者者のの生生活活背背景景をを考考ええ、、どどののよよううなな生生活活をを望望んんででいいるるののかかをを理理解解すするる

利利用用者者のの普普段段のの様様子子をを観観察察しし、、何何でで困困っってていいるるかか主主観観的的とと客客観観的的観観察察かからら理理解解すするる

利利用用者者へへケケアアへへのの参参加加をを促促すす時時はは、、参参加加ししややすすいいよよううなな言言葉葉をを選選択択すするる工工夫夫がが必必要要ででああるる

利利用用者者ととココミミュュニニケケーーシショョンンをを取取りりななががらら強強みみをを把把握握すするる

利利用用者者ががどどののよよううなな生生活活をを望望んんででいいるるののかか、、普普段段のの会会話話にに中中かからら見見つつけけてて支支援援ををすするる

生生活活歴歴やや性性格格、、思思考考ななどどかからら強強みみをを見見つつけけ、、そそのの強強みみをを生生かかししななががらら自自尊尊心心をを損損ななわわなないいよよううなな態態度度でで援援助助をを
行行うう

利利用用者者がが体体調調がが優優れれなないいととききはは無無理理ににすするるののででははななくく、、本本人人のの意意向向をを尊尊重重すするる

利利用用者者ささんんのの意意向向をを組組みみ込込みみ継継続続ししてていいくくここととがが必必要要ががああるる

一一人人ひひととりりのの個個別別性性ににああっったた援援助助をを行行いい、、そそのの人人ららししくく日日常常生生活活をを送送るるここととががででききるるよようう信信頼頼関関係係をを築築いいてていい
くく

日日々々のの観観察察力力をを大大切切にに、、利利用用者者ささんんのの立立場場ににたたっってて援援助助すするるここととがが大大切切

疾疾患患のの治治癒癒をを目目指指すすののででででははななくく、、病病気気ととのの共共存存、、身身体体能能力力のの維維持持、、予予防防的的対対処処をを優優先先すするる
必必要要ががああるる

疾疾患患のの治治癒癒をを目目指指すすののででははななくく、、既既往往歴歴をを抱抱ええななががらら生生活活すするるたためめにに必必要要なな介介護護をを受受けけ、、身身体体能能力力のの維維持持やや
AADDLL//QQOOLLをを低低下下ささせせなないいよようう予予防防的的援援助助がが必必要要ででああるる

高高齢齢者者看看護護はは、、日日常常生生活活動動作作ののササポポーートトやや健健康康管管理理がが重重要要ででああるる

高高齢齢者者はは、、疾疾患患かかららのの症症状状をを理理解解ししケケアアににつつななげげてていいくく

様様々々なな疾疾患患ががああるるかかららででききなないいななどど決決めめつつけけずず、、関関わわっってていいくく中中でで生生活活上上のの課課題題をを見見つつけけるるここととがが
大大切切

利利用用者者がが、、迷迷惑惑ををかかけけたたくくなないいとといいうう思思いいかからら、、ココーールルをを押押ささなないいここととにによよりり転転倒倒ののリリススククがが高高ままるる

利利用用者者がが、、介介助助をを求求めめややすすいいよよううなな関関係係性性をを気気付付くくここととややいいつつででもも呼呼んんでで欲欲ししいいとといいううここととをを伝伝ええるるここはは、、危危
険険時時ののココーールルににつつななががりり転転倒倒のの防防止止ににななるる
車車椅椅子子移移乗乗移移動動、、ブブレレーーキキののかかけけ忘忘れれにによよるる転転落落リリススククかからら利利用用者者のの主主体体性性・・自自律律性性をを意意識識ししたた声声かかけけがが重重要要
ででああるる
生生活活すするる上上ででどどののよよううなな課課題題ががああるるののかか観観察察しし、、援援助助をを行行ううここととでで転転倒倒ののリリススククをを軽軽減減すするるここととががでできき、、
AADDLL//QQOOLLをを低低下下ささせせなないいよようう努努めめるるここととががででききるる

下下肢肢のの浮浮腫腫とと認認知知症症ににてて転転倒倒リリススククががるるたためめ、、足足浴浴をを行行っったたここととははQQOOLLのの維維持持・・向向上上ににつつななげげらられれたた

すすべべててややっっててああげげるるののででははななくく、、ででききるるここととはは自自分分ででししててももららううここととでで認認知知機機能能のの低低下下やや残残存存機機能能のの維維持持にになな
るる

日日々々関関りりななががらら、、少少ししずずつつ出出来来るるここととをを増増ややししてていいくくここととでで機機能能をを維維持持出出来来るるよよううなな援援助助をを行行うう

右右膝膝にに体体重重ををかかけけるるととふふららつつくくここととがが多多くく転転倒倒のの可可能能性性がが高高いい

膝膝痛痛時時はは、、車車椅椅子子をを使使ううここととももあありり活活動動とと休休息息ババラランンススがが大大切切ででああるる

利利用用者者がが日日中中ぼぼーーっっととししてていいるるここととがが多多くく、、他他者者ととのの交交流流もも少少なないいたためめ活活動動性性がが低低下下ししてていいるる

パパーーキキンンソソンン病病にによよるる姿姿勢勢保保持持障障害害やや白白内内障障でで視視力力がが低低下下ししてていいるるたためめ活活動動性性がが低低下下ししてていいるる

何何度度もも転転倒倒とと骨骨折折をを繰繰りり返返しし、、転転倒倒ののリリススククがが高高いい

表表３３  　　AA施施設設のの学学生生のの学学びび

高高齢齢者者をを理理解解
すするる視視点点

生生活活・・療療養養のの
場場ににおおけけるる支支

援援

安安心心なな生生活活のの
場場

周周囲囲へへのの気気遣遣
いい

高高齢齢者者施施設設のの
特特徴徴

ココミミュュニニケケーー
シショョンンかからら強強
みみをを見見出出すす

高高齢齢者者のの尊尊厳厳
をを支支ええるる支支援援

ひひととりりひひととりり
のの価価値値観観

加加齢齢変変化化とと疾疾
病病のの共共存存

リリススククママネネジジ
メメンントト

いいままままででのの生生
活活背背景景

持持ててるる力力をを支支
ええるる支支援援
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安安全全・・安安楽楽にに配配慮慮ししたた癒癒ししのの生生活活のの場場ででああるる

家家でであありり癒癒ししのの場場ででああるる

病病院院ととはは違違いい、、生生活活のの場場でであありり一一生生をを過過ごごすす場場所所ででああるる

多多職職種種間間でで、、利利用用者者のの性性格格やや個個別別性性のの情情報報共共有有ししてて理理解解すするる

利利用用者者をを全全体体的的・・継継続続的的にに理理解解すするるににはは多多職職種種間間のの情情報報共共有有がが重重要要ででああるる

多多職職種種でで利利用用者者のの個個別別性性をを理理解解すするるににはは、、情情報報共共有有、、知知識識のの提提供供がが必必要要ででああるる

利利用用者者のの個個別別性性をを尊尊重重ししたた上上でで、、安安全全・・安安楽楽ととはは何何かか、、多多職職種種とと考考ええてていいくく姿姿勢勢がが重重要要ででああるる

専専門門職職同同士士がが同同等等なな立立場場でで意意見見交交換換すするるここととでで、、継継続続的的なな医医療療がが行行ええるる

介介護護職職のの仕仕事事はは、、日日常常生生活活ののササポポーートトででああるる

加加齢齢変変化化とと疾疾
病病のの比比較較

高高齢齢者者のの身身体体的的・・精精神神的的・・社社会会的的特特徴徴をを踏踏ままええ、、現現在在のの状状況況とと疾疾患患ななどどとと比比較較すするる

利利用用者者ののキキャャララククタターー、、入入居居前前のの生生活活をを知知るるここととはは大大切切ででああるる

生生活活のの場場ににおおいいてて利利用用者者のの背背景景ままでで考考ええるる

利利用用者者ののニニーーズズやや性性格格、、生生活活背背景景、、家家族族のの心心情情ななどどをを考考ええるる

入入居居ししてていいるる高高齢齢者者のの健健康康管管理理やや薬薬のの管管理理行行っってていいるる

様様々々なな職職種種とと情情報報のの共共有有、、知知識識のの共共有有をを行行いい連連携携しし、、高高齢齢者者のの生生活活をを支支ええるる支支援援ををすするる

利利用用者者がが現現在在どどののよよううなな状状況況、、どどののよよううななここととがが必必要要ななののかか、、どどここをを予予防防ししてていいくくののかか、、どどののよよううななここととをを配配
慮慮すするるののかか、、医医療療とと日日常常生生活活のの側側面面かからら多多職職種種とと情情報報共共有有しし、、生生活活支支援援かからら看看取取りりままでで行行うう

異異常常のの早早期期発発見見、、多多職職種種連連携携ししななががらら、、健健康康状状態態をを維維持持すするるここととやや家家族族へへのの支支援援ししてていいくく

常常にに多多職職種種とと連連携携しし、、そそのの人人ららししくく生生活活をを送送るるたためめ、、家家族族ののニニーーズズをを実実現現ささせせるるたためめにに、、介介護護度度やや疾疾患患がが悪悪化化
ししなないいよよううにに看看護護支支援援ししてていいるる

そそのの人人がが満満足足ししてて生生活活しし最最期期がが迎迎ええらられれるるよようう調調整整ししてていいるる

医医療療やや看看護護のの立立場場ででササポポーートトししてていいくくこことと、、健健康康管管理理ががメメイインンででああるる

利利用用者者のの健健康康管管理理・・薬薬剤剤管管理理ででああるる

介介護護職職やや医医師師ととのの多多職職種種連連携携をを行行ううここととがが重重要要ででああるる

利利用用者者のの言言葉葉だだけけででははななくく表表情情やや態態度度かからら訴訴ええよよううととししてていいるるここととをを理理解解すするる

利利用用者者のの性性格格やや特特徴徴ななどどをを捉捉ええ、、そそのの人人のの合合わわせせたた方方法法でで接接すするる

不不穏穏状状態態がが強強いい利利用用者者ととのの関関わわりりでで、、手手をを握握るる、、共共感感すするるここととでで安安心心感感がが得得らられれたた

利利用用者者かかららののササイインンはは、、必必ずず受受けけ止止めめ、、自自分分はは味味方方ででああるるとといいううここととをを理理解解ししててももららうう

利利用用者者がが自自分分はは味味方方ででああるるとといいううここととをを理理解解ししててももららううここととはは、、信信頼頼関関係係がが築築けけ最最善善ののケケアアががででききるる

傾傾聴聴やや見見守守りりがが重重要要なな看看護護ででああるる

日日々々のの利利用用者者ささんんのの様様子子かからら言言葉葉をを選選択択ししてて関関わわるる

利利用用者者ととのの会会話話でで、、興興味味がが沸沸いいたたももののをを一一緒緒にに行行ううとといいうう関関りりはは利利用用者者のの喜喜びびにに繋繋ががるる

利利用用者者のの思思いい・・意意向向ををくくみみ取取るるここととはは、、信信頼頼関関係係ににつつななががるる

利利用用者者のの羞羞恥恥心心にに配配慮慮しし、、丁丁寧寧ななケケアアはは精精神神的的なな苦苦痛痛がが軽軽減減さされれてていいくく

利利用用者者のの生生活活背背景景やや先先輩輩ででああるるここととかからら、、一一人人ひひととりり敬敬うう気気持持ちち、、自自尊尊心心をを傷傷つつけけなないい声声掛掛けけ・・ケケアアがが大大切切でで
ああるる

疾疾患患をを治治すすここととがが目目的的ででははななくく、、暮暮ららししてて行行くく中中ででニニーーズズをを尊尊重重しし満満足足感感をを得得ててももららうう

利利用用者者がが望望んんででいいるるののはは何何かか、、癒癒ししととはは何何かかをを考考ええるる

利利用用者者のの意意思思をを尊尊重重しし、、残残存存機機能能にに働働ききかかけけななががらら、、そそのの人人ららししいい生生活活がが送送れれるるよよううにに関関わわるる

利利用用者者自自身身のの役役割割・・機機能能をを把把握握しし関関わわるるここととでで、、自自己己肯肯定定感感ににつつななががりりQQOOLLにに影影響響すするる

利利用用者者をを生生活活のの視視点点でで考考ええらられれるる

加加齢齢やや疾疾患患にによよるる身身体体的的状状況況ははももちちろろんんののこことと「「対対象象者者のの人人ととななりり」」をを捉捉ええるる

生生活活のの場場ででああるるたためめ疾疾患患よよりり生生活活上上のの課課題題にに対対ししてて重重ききををおおくく

利利用用者者がが転転倒倒転転落落をを起起ここささなないいよよううにに支支援援すするるここととがが、、そそのの利利用用者者のの生生活活をを守守るるここととににつつななががるるとと感感じじたた

利利用用者者のの活活動動とと休休息息ののババラランンススをを整整ええるるここととがが重重要要ででああるる

高高齢齢者者ににおおいいてて残残さされれたた力力、、持持ててるる力力にに注注目目すするるここととがが重重要要でで、、利利用用者者のの残残存存機機能能をを活活かかすすここととででAADDLLのの維維持持にに
繋繋ががるる

表表４４  　　BB施施設設のの学学生生のの学学びび

非非言言語語的的ココ
ミミュュニニケケーー

シショョンンにによよるる
信信頼頼関関係係のの構構

築築

持持ててるる力力をを支支
ええるる支支援援

癒癒ししのの生生活活のの
場場

高高齢齢者者施施設設のの
理理解解

施施設設看看護護師師のの
役役割割

いいままままででのの生生
活活背背景景

多多職職種種連連携携のの
重重要要性性

高高齢齢者者のの尊尊厳厳
をを支支ええるる支支援援

高高齢齢者者をを理理解解
すするる視視点点

生生活活・・療療養養のの
場場ににおおけけるる支支

援援
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図１　施設ごとの学びの共通と相違サブカテゴリ

Ⅶ．考察

１．高齢者看護学実習の学び

　介護付き有料老人ホームは，24時間介護スタッフが常駐し，身の回りの世話や介護サービスが受けられ

る施設となっている．学生は，【高齢者施設の特徴】を≪安心な生活の場≫≪癒しの生活の場≫捉えてい

る反面，共同生活における支障として≪周囲への気遣い≫があるのではないかと学んでいた．そして，≪

多職種連携の重要性≫により高齢者と家族の多様なニーズに答えるには，異なる専門性をもつ多くの職種

とチームを組むことが不可欠であると理解を深めたと考える．

　高齢者は， さまざまな疾患を抱えて生活していることや，いままでの生活背景や生活スタイル，個々の

価値観によって，身体的・精神的・社会的側面に個別性が生じてくる．【高齢者を理解する視点】として

≪加齢変化と疾病との比較≫≪加齢変化との共存≫という視点で捉えること，また≪いままでの生活背景

≫として，今までの生きてきた過程を含めた理解をすることの重要性を学んでいた．高齢者を理解するに

は，疾病だけを看るのではなく，加齢変化と個々の生活背景を看て，「その人を捉える」ことの理解を深

めたことになったと考える．また，高齢者の生活史を十分にアセスメントし，できるだけ生活史の延長で

必要なケアが提供できるように支援することが重要である４）．このことから，その基礎となる学びが得ら

れていると考える．

  高齢者看護の目標は，高齢者がもつ健康あるいは生活上のリスクの最小化と，可能性の最大化をはかる

援助を通して，その人の望む自律的な生き方と安らかな死に貢献することである５）．【生活・療養の場に

おける支援】では，≪ひとりひとりの価値観≫を大切にして， ≪高齢者の尊厳を支える支援≫や≪非言語

的コミュニケーションにおける信頼関係を構築≫し，≪コミュニケーションから強みを見出す≫ことにな

ることを学んでいた．学生は，高齢者と向き合い，高齢者の語りに耳を傾けながら理解を深めていたと考

える．しかし，高齢者は認知症などにより言語的コミュニケーションが図りにくくなっている場合が多い．

また，世代の違う高齢者とのコミュニケーションに戸惑うこともあったと推測できる．その戸惑いを起点

に，学生はどのように高齢者とコミュニケーションを工夫すればいいのかを学んだと言える．また，いま
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までの生活背景を理解するプロセスにおいて，高齢者の心の奥に潜む言葉や語りに耳を傾け，高齢者の生

活背景や価値観など，高齢者の「その人らしさ」を発見できる学びとなっていたと考える。志村６）は，「人

生の語りを聴くにおいて，話し手と聞き手の関係性が非常に重要であり，他の誰でもないその聞き手がそ

ばにいるからこそ，思い出す出来事，語られることがある」と述べている．これらの学びを通して，高齢

者の ≪持てる力を支える支援≫となり，≪リスクマネジメント≫のアセスメントの重要性学ぶことへ繋

がっていると考える．

　福祉施設における体制の中で，利用者への生活を支援しているのは介護職が中心であり，看護師は健康

管理を中心に業務についている。そのため，学生が直接看護師と関わる機会は少ない．その中で，オリエ

ンテーション時に看護師から直接，施設看護師の役割について話を聞いたり，看護師の申し送りを見学参

加したり，回診の準備や診察の見学・介助を行い，施設看護師の役割について学びを得ている．今回，B

施設の学生の学びで【施設看護師の役割】が明らかとなった．これは，利用者の介護度が高いことで医療

処置を必要としていることが多かったことが影響していたのではないかと考える．桑田７）は，介護保険

施設で求められる看護は，健康管理，高齢者の意思の尊重，介護職との連携・協働，安全に配慮した環境

づくりとされている．施設看護師の役割は，A施設の学生の学びから十分に施設看護師の役割を学ぶ内容

であったと考える．

２．施設ごとの学びの比較

　実習施設が，2施設とも介護付き有料老人ホームであったことで共通する学びは，【高齢者施設の特徴】

が概ね共通する学びであったと考える．また， 【高齢者を理解する視点】においても高齢者看護の基礎と

なる学びを得られていると言える．２施設の学びの相違は，利用者の介護度や医療処置を多く必要として

いるかによる施設の違いが影響したと考える．そのことで，利用者からの学びと共に学生と関わる機会が

多かった専門職者からの学びが，サブカテゴリで抽出された≪施設看護師の役割≫≪リスクマネジメント

≫等の施設ごとの学びの相違になったと推測する．

　以上，高齢者看護学実習の学びの内容を概観し，同じ種類の2施設での実習を行い，多くの共通性があ

るものの相違点もわかった．特に，≪癒し・安心な生活の場≫≪多職種連携の重要性≫≪いままでの生活

背景≫≪高齢者の尊厳を支える支援≫≪持てる力を支える支援≫で表現される内容は，高齢者が居る場所

や生活の場が異なったとしても，高齢者看護学の必要な基本的要素を学んでいることがわかった．

Ⅷ．結論

　本研究では， A施設での学びは3つのカテゴリ，10のサブカテゴリを抽出した。B施設での学びは，3つ

のカテゴリと8のサブカテゴリ抽出した．共通の学びとして，【高齢者施設の特徴】【高齢者を理解する視点】

【生活・療養の場における支援】の３つのカテゴリ， ≪癒し・安心な生活の場≫≪多職種連携の重要性≫

≪いままでの生活背景≫≪高齢者の尊厳を支える支援≫≪持てる力を支える支援≫等の６つのサブカテゴ

リを明らかにした．施設ごとによる学びの相違は，≪リスクマネジメント≫≪施設看護師の役割≫等の６

つのサブカテゴリであった． 

Ⅸ．本研究の限界と今後の課題

　本研究では，介護付き有料老人ホームでの学生の学びを明らかにし，学びの比較を検討することができ
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た．しかし，介護付き有料老人ホームの2施設だけであったため，今後は，さらに，さまざまな施設の特

徴を踏まえた学生の学びを比較検討していくことが課題である．このことにより，高齢者施設における学

習内容の精選，指導内容の明確化につながり，学生の学びをより深めることができる．

　本研究は，利益相反は存在しない．
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